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　日本人の平均寿命は、平成 29 年に女性が 87.26 歳、男性
が 81.09 歳となり、ともに過去最高を記録しました。全国的
に長寿化が進行する中、定年退職後の人生『セカンドライフ』
をいかに謳歌するかという意識が高まってきています。
　今月号の特集では、9 月 17 日『敬老の日』にちなみ、前
半で倶知安町における高齢化・長寿化の現状と町の取り組み
を、後半でいきいきとしたセカンドライフを送るシルバー世
代の方々を紹介します。

　

押
尾
麻
依
子
保
健
師
に
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
と
健
や
か

に
い
き
い
き
と
し
た
毎
日
を
送
る
た

め
の
ポ
イ
ン
ト
を
聞
き
ま
し
た
。

65
歳
以
上
人
口
が
24
・
7
㌫

わ
が
町
で
も
進
む
高
齢
化

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画

生
涯
に
わ
た
る
健
康
づ
く
り
を

正
し
い
食
習
慣
と
運
動
習
慣
を

身
に
つ
け
ま
し
ょ
う

積
極
的
な
社
会
参
加
が
活
力
に

　

年
齢
を
重
ね
る
と
足
腰
が
弱
く
な

り
、
体
が
思
う
よ
う
に
動
か
な
い
と

感
じ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。
生

活
に
お
け
る
苦
労
は
人
に
よ
っ
て
さ

ま
ざ
ま
だ
と
思
い
ま
す
が
、
い
く
つ

に
な
っ
て
も
い
き
い
き
と
過
ご
す
た

め
に
は
、
心
身
と
も
に
健
康
で
あ
る

こ
と
が
基
本
で
す
。

　

ま
ず
は
、
体
の
健
康
を
維
持
す
る

た
め
に
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
心

掛
け
る
と
と
も
に
定
期
的
に
運
動
を

行
い
ま
し
ょ
う
。
そ
う
す
る
こ
と
で

足
腰
が
し
っ
か
り
し
、
年
齢
を
重
ね

て
も
転
倒
な
ど
を
起
こ
し
づ
ら
く
な

り
ま
す
。
ま
た
、
若
年
の
う
ち
か
ら

正
し
い
食
習
慣
と
運
動
習
慣
を
身
に

つ
け
る
こ
と
で
、
将
来
の
骨
粗
し
ょ

う
症
や
関
節
痛
、
筋
力
低
下
の
予
防

に
努
め
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
そ
し

て
、
客
観
的
に
自
分
の
健
康
状
態
を

知
る
た
め
に
、
年
に
一
度
健
康
診
断

を
受
け
、
病
気
を
早
期
に
発
見
・
治

療
し
、重
症
化
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

地域包括支援センター

押尾  麻依子 保健師

地域包括支援センター
住民の健康や生活を支援する 地域包括支援センターは、高齢者の方々が

住み慣れたこの地域で自立した生活を送れ
るよう支援するための窓口です。町内の高
齢者やその家族に対し、総合的な相談に乗
り、保健・福祉・介護サービスの提供や調
整を行う他、ボランティアや住民の活動な
ど地域のさまざまな資源を繋ぎ、皆さんが
少しでも生活しやすいような地域づくりに
努めています。

　

体
だ
け
で
は
な
く
心
の
健
康
維
持

も
大
切
で
す
。
町
内
に
は
介
護
サ
ー

ビ
ス
な
ど
を
利
用
せ
ず
に
自
宅
で
生

活
を
営
む
方
も
多
く
い
ま
す
が
、
中

で
も
日
頃
か
ら
外
で
行
う
作
業
や
運

動
習
慣
の
あ
る
方
、
町
内
会
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
通
し
て
仲
間

と
の
会
話
を
楽
し
み
、
地
域
と
の
繋

が
り
を
持
っ
て
い
る
方
が
、
元
気
に

過
ご
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
社
会
参
加
を
す
る
こ
と
で
役
割

意
識
や
自
身
の
価
値
を
見
出
す
こ
と

が
で
き
、
そ
れ
が
『
生
き
が
い
』
に

な
り
、
活
力
に
な
っ
て
い
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ん
に
も
ぜ
ひ
、
家
族
や
社

会
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
な
が

ら
『
生
き
が
い
』
や
自
身
が
輝
け
る

場
を
見
つ
け
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も

心
身
と
も
に
健
康
で
笑
顔
溢
れ
る
毎

日
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

保健福祉会館内（北 3 東 4）☎ 23 － 0100

①倶知安町の総人口に対する 65 歳以上の人口率
　（高齢化率）の推移（国勢調査）

平成 07年 13.9%
（2,381 人）

平成 17 年 19.7%
（3,190 人）

平成 27 年 24.7%
（3,708 人）

65 歳以上

86.1％65 歳以上を除くその他

80.3％

75.3％

　

倶
知
安
町
の
総
人
口
に
対
す
る
65

歳
以
上
の
人
口
率
（
高
齢
化
率
）
は
、

平
成
27
年
で
24
・
7
㌫
と
な
っ
て
お

り
、
今
後
こ
の
高
齢
化
は
急
速
に
進

行
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
90
歳
以
上
人
口
が
増
加
傾
向

に
あ
る
こ
と
を
見
て
も
、
倶
知
安
町

の
高
齢
化
・
長
寿
化
が
進
ん
で
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。（
グ
ラ
フ
①
、

表
②
）

平成 7年 平成 12 年 平成 17 年 平成 22 年 平成 27 年

56 人 86 人 126 人 162 人 198 人

②倶知安町の 90 歳以上人口の推移（国勢調査）

　

本
町
で
は
、
40
～
74
歳
を
対
象
と

し
た
国
保
加
入
者
の
特
定
健
診
受
診

率
が
33
・
0
㌫
（
平
成
28
年
）
と
な
っ

て
お
り
、
他
の
同
規
模
市
町
村
と
比

較
し
て
も
極
め
て
低
い
状
況
で
す
。

ま
た
、
健
診
未
受
診
者
の
生
活
習
慣

病
に
か
か
る
治
療
費
が
健
診
受
診
者

の
そ
の
額
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
定
期
的
に
健
診
を
受
け

る
こ
と
で
、
早
期
に
治
療
を
始
め
る

こ
と
が
で
き
、
重
症
化
の
予
防
に
繋

が
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。（
表
③
）

　

町
は
、
住
民
の
健
康
診
査
や
診
療

の
情
報
を
把
握
・
分
析
す
る
こ
と
で

本
町
に
お
け
る
健
康
問
題
を
明
確
に

し
、
よ
り
効
果
的
な
健
康
づ
く
り
の

取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
、
今
年
3

健診受診者 健診未受診者

平成 28 年 3,175 円 43,870 円

③倶知安町民（国保）の生活習慣病
　治療費（平均）と健診受診歴

月
に
倶
知
安
町
第
2

期
保
健
事
業
計
画

（
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計

画
）
を
策
定
し
ま
し

た
。
今
後
町
で
は
、

こ
の
計
画
に
基
づ
い

て
、
特
定
健
診
受
診

率
の
向
上
を
目
指
す

な
ど
住
民
の
実
態
に

合
っ
た
健
康
づ
く
り

の
取
り
組
み
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。
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し
い
時
間
を
仲
間
と
と
も
に

過
ご
す
『
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
』

は
、
現
在
町
内
に
8
つ
あ
り
ま
す
。

茶
話
会
や
ゲ
ー
ム
な
ど
、
運
営
主
体

に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
内
容
は
異
な
り

ま
す
が
、
ど
の
サ
ロ
ン
も
お
お
む
ね

65
歳
以
上
の
方
が
気
軽
に
集
え
る
交

流
の
場
と
な
っ
て
お
り
、
社
会
福
祉

町内の 75 歳以上の方を対象としたご
長寿をお祝いする会です。案内が届い
ている方はぜひご参加ください。
■日時／ 9 月 14 日㈮ 12 時～
■場所／総合体育館
問福祉医療課高齢者介護保険係
　☎ 23 － 0500

協
議
会
で
は
、
そ
の
立
ち
上
げ
や
運

営
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
を
通
し
て
一
人
一
人
が
繋
が

り
合
う
こ
と
で
、
地
域
内
の
絆
を
強

め
ま
せ
ん
か
。

問
倶
知
安
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
22
ー
４
１
５
０

　月に一度のふれあいサロン楽寿を運営する中央長寿
会。50 名ほどの会員が参加しており、茶話会や季節の
行事の他、週に 2 日、文化福祉センター内いこい室で
囲碁やマージャンなどのゲームをして、仲間との時間を
楽しんでいます。
　岡本孝義さんは、20 代の頃から定年まで倶知安町役
場の職員として町に貢献してきました。退職後も中央長
寿会の会長を務める他、さまざまな場面で活躍していま
す。趣味はマージャンや英会話、クラシック音楽鑑賞と
幅広く、共通の趣味を持つ仲間も多くいるといいます。
　「現役時代から人との繋がりを大切にしてきました。
今では、人生経験豊富な仲間たちと過ごす時間が、自分
にとって良い刺激となっています。これからも、新しい
ことや社会への興味をなくすことなく、前向きに暮らし
ていきたいです」と岡本さんは話しています。

　教育委員会が主催する寿大学の学生期間は、基本的に
4 月から翌年 3 月までの一年間ですが、２年 3 年と連続
して受講する学生も少なくありません。
　林英男さんもその一人。農業を営んでいた林さんは、
65 歳の時に偶然知った寿大学に興味を持ち、入講して
以来毎年、町の文化や社会問題などについて幅広く学習
しています。また、寿大学では現役時代には関わること
のなかった職種の人とも知り合うことができ、人間関係
がこれまでより広がったといいます。
　「若い頃は、人生の先輩からあらゆることを学ばせて
もらいました。その機会が少なくなった今は、寿大学で
の活動を通して、知ることや学ぶことに喜びを感じてい
ます。これからも自身や身の回りのことだけではなく、
広い視野で物事を見つめ、いつまでも学ぶ姿勢を忘れず
にいたいです」と林さんは話しています。

何事にも前向きに  仲間と充実した時間を
ふれあいサロン

倶知安町寿大学  

楽中央長寿会　会長

岡 本 孝 義 さん（81 歳）

倶知安町寿大学自治会　会長

林 　 英 男 さん（82 歳）習
を
通
し
て
知
る
こ
と
の
喜

び
を
味
わ
う
と
と
も
に
、
協

力
す
る
こ
と
や
思
い
や
り
の
大
切
さ

を
再
認
識
し
、
社
会
に
貢
献
で
き
る

資
質
を
よ
り
一
層
磨
く
姿
勢
を
持
つ

こ
と
を
目
標
に
掲
げ
た
生
涯
学
習
の

場
『
寿
大
学
』。
65
歳
以
上
の
町
民

が
学
生
と
な
り
、
地
域
や
職
業
な
ど

の
垣
根
を
越
え
、
月
一
回
の
学
習
講

座
の
他
、
宿
泊
研
修
や
バ
ス
遠
足
な

ど
の
活
動
的
な
学
習
を
行
い
ま
す
。

学
び
を
通
じ
て
交
流
の
輪
を
広
げ
て

み
ま
せ
ん
か
。

問
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
22
ー
４
１
５
1

学

学ぶ姿勢を忘れず  社会に貢献できる人に
セカンドライフの楽しみ方
はさまざまです。自分に
合った『生きがい』を見つ
け、長年培われた経験と能
力を最大限に活かして社会
で活躍しませんか。


